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人文学部文化学科 

学位（教育）プログラム名：文化学  

 

(1) 1年次の導入教育 

2年次以降に専門的な演習を受けるための基礎力を養うことを目的として「基礎演習Ⅰ・Ⅱ」を必修科目とし

て置いている。また、2年次以降の専門教育の入り口として各分野（哲学・倫理学、宗教学、芸術学・美術史、

社会学、心理学、地理学、文化人類学・民俗学）の基本的知識に触れることを目的として「文化学科で学ぶⅠ」

「文化学科で学ぶⅡ」を必修科目として置いている。 

 

(2) 2年次以降の専門教育 

文化に関する基礎的なテクストに触れ、文化の多様性と言語表現を理解するとともに、人間の思想・行動・社

会に関する専門的な知識を習得し、それらについて説明ができる能力を養うことを目的として、「哲学の基礎」「宗

教文化論」「芸術学入門」「理論社会学」「心理学研究法」「文化地理学」「民俗文化論」を 2年次の選択必修科目

として置いている。また、上記目的に加えて、人間の思想・行動・社会に関して、文献・資料・データなどの正

確な読解、さまざまな主張の論理的分析とその妥当性の評価、さまざまな事象・出来事についての実証的分析が

できる技能を養うことをも目的として、2年次以降に選択科目と関連教育科目（一部は 1年次から履修可能）を

置いている。選択科目は、哲学・倫理学、宗教学、芸術学・美術史分野で構成される思想文化科目群、社会学、

心理学、地理学、文化人類学・民俗学分野で構成される社会文化科目群、そのほかの領域横断的な科目から構成

される文化学共通科目群に区分され、各科目群の専門科目を偏りなく学習するための履修条件を設けている。さ

らに、上記の諸技能に加え、自分の見解を的確に言語化して問題解決に向けて他者と対話できる能力、文化の多

様性への関心とそれを尊重する志向性、社会的・文化的活動に積極的に関与しようとする意欲、自分の見解や立

場を相対化して問い直す姿勢を涵養することを目的として、少人数ゼミ教育「文化学演習 I～VI」を 2年次以降

の必修科目に、「卒業論文」を 4年次の選択科目に置いている。 

 

【共通教育】 

共通教育の CPに関しては別に定める。 

共通教育に関する CPをもって学位（教育）プログラム CPを構成する。 


